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増
築
等
に
よ
り
段
差
が
生

じ
て
お
り
、
一
部
解
消
工
事

を
実
施
し
た
が
、
解
消
さ
れ

て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は

今
後
、
建
築
住
宅
課
と
協
議

し
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る

世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
つ
い

て
は
、
３
３
３
点
の
遺
書
、

絶
筆
、
手
紙
等
で
構
成
さ
れ

る
「
知
覧
か
ら
の
手
紙
」
と

題
す
る
申
請
書
類
を
準
備

し
、
年
度
内
に
ユ
ネ
ス
コ
に

申
請
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
、
２
０
１
５
年
の
世

界
記
憶
遺
産
登
録
に
向
け
た

動
き
が
、
日
本
国
内
に
本
市

を
含
め
３
件
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
お
り
、
国
か
ら
申
請

で
き
る
件
数
が
２
件
ま
で
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
国
内
に
差
し
戻
さ
れ
、
国

内
の
選
考
委
員
会
に
よ
り
２

件
に
絞
り
込
ま
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

－

提
　
言

－

○
平
和
教
育
等
の
ソ
フ
ト
事

業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

に
、
平
和
基
金
を
、
適
正
規

模
を
確
保
し
な
が
ら
、
計
画

的
か
つ
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
。

○
車
椅
子
利
用
者
が
閲
覧
し

や
す
い
よ
う
施
設
内
の
段
差

の
解
消
や
展
示
ケ
ー
ス
の
高

さ
を
改
善
す
る
な
ど
、
身
体

的
弱
者
に
配
慮
し
た
施
設
整

備
を
検
討
す
る
こ
と
。

○
平
和
会
館
の
設
置
目
的
を

来
館
者
に
正
し
く
伝
え
る
た

め
に
は
、
語
り
部
の
存
在
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
人

員
増
も
含
め
て
人
材
育
成
策

を
検
討
す
る
こ
と
。

○
世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
向

け
、
最
大
限
の
努
力
を
行
う

こ
と
。

常任委員会が所管する事務について、議会閉会中に調査を行い当局に提言をしました。

　

委
員
会
は
、
知
覧
特
攻
平

和
会
館
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
は
、

前
身
で
あ
る
知
覧
特
攻
遺
品

館
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め

に
、
昭
和
60
年
度
及
び
61
年

度
の
２
年
間
に
わ
た
り
、
ま

ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
と

し
て
約
５
億
円
を
投
じ
て
建

設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
収
蔵

資
料
の
増
加
や
入
館
者
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
に
、
増

築
等
を
重
ね
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
お
り
、
床
面
積
は
開

館
当
時
の
約
２
倍
と
な
っ
て

い
る
。

世
界
記
憶
遺
産
登
録
に

　
　

向
け
最
大
限
の
努
力
を

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

閉会中の
所管事務調査

市内各所に設置された看板

総務常任委員会・・・・・知覧特攻平和会館について

文教厚生常任委員会・・・ごみ処理の現状と今後の対策について

産業建設常任委員会・・・公共牧場について
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委
員
会
は
、
ご
み
処
理
の

現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
施
設
は
、
頴
娃

地
域
は
指
宿
広
域
市
町
村
圏

組
合
が
管
理
す
る
頴
娃
ご
み

処
理
施
設
、
知
覧
地
域
は
南

薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
が
管

理
す
る
内
鍋
清
掃
セ
ン
タ
ー

及
び
知
覧
ご
み
中
継
施
設
、

川
辺
地
域
は
同
組
合
が
管
理

す
る
川
辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。

　

ご
み
の
分
別
は
、
頴
娃
地

域
16
分
別
、
知
覧
地
域
15
分

別
、
川
辺
地
域
20
分
別
で
、

合
併
前
の
分
別
方
法
を
引
き

継
ぎ
行
っ
て
い
る
。

　

ご
み
の
収
集
運
搬

は
、
家
庭
系
ご
み
と

事
業
系
ご
み
に
大
別

さ
れ
、
家
庭
系
ご
み

は
３
地
域
全
て
委
託

業
者
が
行
い
、
事
業

系
ご
み
は
事
業
者
自

ら
、
も
し
く
は
、
市

が
許
可
し
た
業
者
が

行
っ
て
い
る
。

　

家
庭
系
ご
み
の
収
集
方
法

は
、
３
地
域
全
て
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご

み
、
資
源
ご
み
の
４
区
分
に

大
別
し
、
主
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

家
庭
系
ご
み
の
収
集
回
数

は
、
可
燃
ご
み
が
３
地
域
全

て
週
２
回
、
不
燃
ご
み
は
頴

娃
地
域
月
２
回
、
知
覧
・
川

辺
地
域
月
１
回
、
粗
大
ご
み

は
頴
娃
地
域
月
２
回
、
知
覧

地
域
年
１
回
、
川
辺
地
域
年

２
回
、
資
源
ご
み
は
頴
娃
地

域
月
２
回
、
知
覧
地
域
月
３

回
、
川
辺
地
域
月
１
回
で
あ

る
。

　

委
員
会
は
、
公
共
牧
場
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

知
覧
地
域
の
横
枕
牧
場

は
、
繁
殖
牛
の
放
牧
を
目
的

に
昭
和
43
年
に
開
設
さ
れ
、

賃
貸
借
に
よ
り
横
枕
牧
場
放

牧
組
合
及
び
茅
葺
保
存
会
が

運
営
し
て
い
る
が
、
平
成
25

年
度
放
牧
の
実
績
は
な
く
、

施
設
内
の
茅
を
利
用
し
て
い

る
だ
け
の
状
況
で
あ
る
。

　

川
辺
地
域
の
青
木
放
牧
場

は
、
昭
和
39
年
か
ら
旧
川
辺

町
で
管
理
運
営
さ
れ
、
現
在

は
南
さ
つ
ま
農
協
が
行
政
財

産
の
使
用
許
可
に
よ
り
運
営

し
て
お
り
、
子
牛
の
生
産
を

主
に
、
肉
用
種
繁
殖
雌
牛 

57
頭
、
種
雄
牛
１
頭
を
飼
養

し
て
い
る
。

　

行
政
財
産
の
使
用
許
可
に

よ
り
運
営
し
て
い
る
が
、
平

成
27
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
に
移
行
予
定
。

　

頴
娃
地
域
の
熊
ヶ
谷
放
牧

場
は
、
肉
用
牛
の
育
成
や
子

牛
の
生
産
を
目
的
に
昭
和
42

年
に
開
設
さ
れ
、
広
大
な
敷

地
に
肉
用
種
繁
殖
雌
牛
11

頭
、
乳
用
育
成
牛
68
頭
を
飼

養
。
頴
娃
熊
ヶ
谷
牧
場
管
理

組
合
が
管
理
運
営
し
、
26
年

度
か
ら
は
指
定
管
理
期
間
を

10
年
と
し
て
い
る
。
預
託
牛

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
多
く

の
酪
農
家
が
鹿
屋
市
や
北
海

道
へ
子
牛
を
預
託
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ

マ
病
と
い
う
ダ
ニ
を
媒
体
に

し
て
移
る
病
気
に
弱
く
、
免

疫
が
で
き
る
ま
で
に
多
く
の

時
間
と
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
預
託
す
る
農
家
は
少

な
い
。
ま
た
、
機
械
・
器
具

及
び
施
設
修
繕
に
こ
れ
ま
で

多
く
の
予
算
を
投
じ
て
き
た

が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
対
応
と
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

－

提
　
言

－

〇
草
地
改
良
を
図
り
粗
飼
料

の
増
産
に
努
め
、
安
価
で
供

給
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
。

〇
市
と
指
定
管
理
者
の
責
任

の
所
在
を
明
確
化
す
る
と
と

も
に
、
災
害
・
事
故
へ
の
対

応
に
順
応
で
き
る
よ
う
整
備

し
、
毎
年
度
健
全
な
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る
か
検
証
す
る

こ
と
。
ま
た
、
行
政
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
は
積
極
的
に
協
力

し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

〇
公
共
牧
場
は
自
ら
の
牧
場

の
経
営
に
留
ま
ら
ず
、
飼
養

コ
ス
ト
低
減
、
労
力
の
削

減
、
家
畜
の
健
康
増
進
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
、
公
共
牧
場
へ
の

預
託
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に

努
め
、
畜
産
農
家
の
所
得
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

公
共
牧
場
へ
の
預
託
需
要

　
　
　
　

の
掘
り
起
こ
し
を

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆

住
民
個
々
の
意
識
改
革
と

　
　
　
　

習
慣
づ
け
の
推
進
を

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

　

ご
み
の
持
込
手
数
料
は
、

頴
娃
地
域
が
指
宿
広
域
市
町

村
圏
組
合
、
知
覧
・
川
辺
地

域
が
南
薩
地
区
衛
生
管
理
組

合
に
加
入
し
、
二
つ
の
一
部

事
務
組
合
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
取
り
扱
い
が
異
な

る
。

－

提
　
言

－

○
ご
み
排
出
量
の
減
量
化
に

向
け
、
ご
み
の
適
正
な
分

別
・
排
出
な
ど
住
民
個
々
の

意
識
改
革
と
習
慣
づ
け
が
更

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

幼
少
期
か
ら
ご
み
処
理
に
関

す
る
教
育
や
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
。

○
２
つ
の
一
部
事
務
組
合
加

入
の
た
め
、
旧
町
単
位
で
搬

入
で
き
る
施
設
が
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
搬
入
施

設
の
調
整
を
検
討
す
る
こ
と
。

○
旧
町
単
位
で
異
な
る
４
つ

の
施
設
で
ご
み
処
理
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事

務
組
合
と
連
携
し
て
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
施
設
の
集

約
・
統
合
に
向
け
検
討
し
、

更
な
る
広
域
化
に
取
り
組
む

こ
と
。

熊ヶ谷放牧場


